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概要：アクティブ・ラーニング型の授業で行われる学習形態や学習活動などをモデル化し，そのモデル

を活用して授業者の授業設計を支援することは必要である。本論文では，若手教員やこれからアクテ

ィブ・ラーニング型の授業に取り組もうとする教員を支援し，生徒の主体的で対話的な深い学びの実

現につなげるために，授業設計支援のためのツールを開発したので報告する。 
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１ はじめに 

 中央教育審議会（2016）で次期学習指導要領

の改善の方向性が示され，主体的・対話的で深

い学びの実現(アクティブ・ラーニング（以下 AL）

の視点)が示された。AL は，子供たちに新しい

時代を切り拓いていくために必要な資質・能力

を育むための有効な手立てである。学校現場は，

AL を取り入れた授業（以下 AL 型授業）で主体

的・対話的で深い学びが実現するように，日々

の授業を改善していくための視点を共有し，授

業改善に向けた取組を活性化していくことが求

められている。 

学校現場では，盛んに AL 型授業についての研

究や実践が取り組まれ始めており，AL型授業の

優れた実践もさまざまなところで数多く紹介さ

れるようになってきた。しかし，日々の授業の

レベルでは AL 型授業が広く定着しているとは

言えない。その原因の一つとして，AL型授業に

対する理解が広く浸透していないことが考えら

れる。AL型の授業の学習形態や学習活動，主体

的な学びにつなげる手立てなどをわかりやすく

示していく工夫が必要である。 

そこで，本研究では若手教師やこれから AL を

始めようとする教師を対象にして，教育理論や

教育実践の中から AL 型授業で行われる学習形

態や学習活動を抽出してモデル化し，それを活

用することで授業づくりを支援する AL 型授業

設計支援ツールを開発した。 

２ 研究の方法 

 教師の授業設計をするために，AL 型の学習活

動にはどのようなものがあるのか，学習活動を

どのように組み立てることで学びが深まるのか

ということについて，教育理論や優れた教育実

践から得られた知見をまとめ，授業づくりを支

援するしくみづくりをめざした。具体的には，

以下の 2 点に取り組み，AL 型授業の設計支援を

する手立てとした。 

(1) AL型授業を実現させる学習活動のモデル化 

(2) 表計算ソフトを用いた授業設計のための支

援ツールの開発 

３ 研究内容 

(1) AL型授業を実現させる学習活動のモデル化 

AL 型授業の実践や AL に関する文献，田中博

之(2016)から，AL 型授業で行われている学習活

動を抽出し，それらを学習展開や学びの種類な

どによって体系的に分類し，それぞれの学習活

動が授業のどの場面に有効なのかを示すモデル

を作成した。 

稲垣・鈴木（2011）は，ガニェが示した 9 教

授事象を授業のフェーズの中で位置づけている。

これをもとに，授業の各フェーズで導きたい生

徒の学びの状態を表 1 のようにまとめた。学び

の状態で学習活動を構成することで生徒の主体

的な学びを実現させる手立てとした。 



フェーズ 生徒の学びの状態 

導入 

1 本時の課題に興味を持っている 

2 学習目標が理解できている 

3 本時のテーマと，前時の学習内容
とを関連づけられている 

展開 

4 課題を理解している 

5 課題解決のための視点や考え方を
持てている 
6 課題に対する自分の考えを持って
いる 

7 相手の考えを取り入れる 

まとめ 
8 学んだ成果を確認する 

9 本時で学んだことを整理する 

表１ 生徒の学びの状態 図 1 授業展開の設定シート 

(2) 表計算ソフトを用いた支援ツールの開発 

 今回開発する支援ツールは表計算ソフトで作

成する。まず，図１のシートで授業の全体的な構

成を考える。授業スタイルは基本形を定め，その

スタイルに合わせて授業を組み立てていく。 

各学習活動の具体的な内容は，図 2のシートで

作成する。表計算ソフトのシートへ「学習課題」

「学習の成果」「対話型学習の型式」などを選択

または入力することで，学習活動モデルから該 

当する学習活動が選ばれ，シート上に表示される。

そのモデルを参考にしながら所定の欄に具体的

な学習活動や指導の留意点などを入力していく。 

４ 今後の課題 

 授業実践の経験が豊富なベテラン教師に意見

をもらい，若手教師に実際に活用してもらうこと

で，このツールの有効性を評価したい。その評価

から得られた事柄をフィードバックすることで，

活用しやすい授業設計支援ツールに改善してい

きたい。 
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図 2 授業作成シート 


